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熊本県議会 新幹線対策特別委員会会議記録第 １ 回

平成19年６月13日（水曜日）

午後２時16分開議

午後２時24分閉会

本日の会議に付した事件

１ 正副委員長互選の件

出席委員（16人）

委 員 長 小 杉 直

副委員長 井 手 順 雄

委 員 山 本 秀 久

委 員 竹 口 博 己

委 員 早 川 英 明

委 員 平 野 みどり

委 員 大 西 一 史

委 員 堤 泰 宏

委 員 藤 川 隆 夫

委 員 福 島 和 敏

委 員 九 谷 弘 一

委 員 佐 藤 雅 司

委 員 田 代 国 広

委 員 西 聖 一

委 員 上 田 泰 弘

委 員 高 野 洋 介

欠席委員 （なし）

委員外議員 （なし）

説明のため出席した者 （なし）

事務局職員出席者

政務調査課課長補佐 野 白 三 郎

議事課課長補佐 坂 本 道 信

午後２時16分開議

○野白政務調査課課長補佐 担当書記の野白

でございます。よろしくお願いいたします。

本日は第１回目の委員会でありますので、

正副委員長の互選をお願いいたします。

委員会条例第６条の２第２項の規定により

まして、互選の職務を年長の委員にお願いし

たいと思います。本委員会の年長の委員は、

山本委員でございます。それでは、よろしく

お願いいたします。

（年長委員着席）

○山本秀久年長委員 ただいまから、第１回

新幹線対策特別委員会の開催にあたりまし

て、私が年長委員でございますので、委員長

の職務を行います。

まず、委員長の互選につきましては、どの

ように諮ったらようございますか。

（ 年長委員一任」と呼ぶ者あり）「

○山本秀久年長委員 ただ今一任という声が

ありましたが、御異議はありませんか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

○山本秀久年長委員 私に一任ということで

ありますので、委員長に小杉直委員を指名し

ます。

よろしいでしょうか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

○山本秀久年長委員 それでは、私はこれで

失礼します。ありがとございました。

（年長委員退席、かわって委員長着席）

○小杉直委員長 ただいま、委員長に選任い

ただきました小杉でございます。

今後１年間、微力ではございますが、誠心

誠意、円滑な委員会運営に努めてまいりたい

、 、と思いますので 委員各位におかれましては

御指導、御鞭撻をいただきますよう、よろし

くお願い申し上げます。簡単ではございます

が、ごあいさつとさせていただきます。

それでは、引き続き副委員長の互選を行い

ます。どのような方法がよろしいかお諮りい
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たします。

（ 委員長一任」と呼ぶ者あり）「

○小杉直委員長 私と同じように委員長一任

ということでありますが、よろしいでしょう

か。

○竹口博己委員 委員長、基本的には委員長

一任でよろしいですが、人によっては反対し

ますが……。

○小杉直委員長 それでは、私から指名させ

ていただきます。井手委員を副委員長に指名

したいと思いますが、御異議はございません

でしょうか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり）「

○小杉直委員長 ありがとうございました。

異議なしということでございますので、井手

委員を副委員長に指名しますので、委員長、

副委員長共によろしくお願いします。

○西聖一委員 あの、ちょっと。井手委員は

他の委員会では……。

○井手順雄委員 建設常任委員会の委員長で

すが……。

○西聖一委員 井手委員は建設常任委員会の

委員長ですので、ちょっと忙しいのではない

でしょうか。

○小杉直委員長 委員長一任ということだっ

たので、まちっと早く言ってもらえれば、よ

かったのですが……。

○竹口博己委員 人によってはと言った…

…。

○井手順雄委員 先ほど委員長一任とおっし

ゃったので……。委員長どう、いかがお諮り

いたしましょうか。

○小杉直委員長 流れからいくと、委員長一

任ということで、そして、竹口委員から人次

第では考えますという発言がありまして、そ

の後、井手委員を副委員長に指名しました。

竹口委員からご異議がございませんでしたの

で、井手委員が副委員長に決ったということ

でございますけど……。

○竹口博己委員 経緯はそうですけれども、

委員長には申し訳ないのですが、実は、常任

委員会でダブった方は――つまり、井手委員

が常任委員会の委員長を兼務していていると

いう意識が、われわれ、私にはそういう意識

が全くなかった。もし、あれば声高らかに反

対を唱えていたはず。だから、確認をしたの

ですよ……。

○小杉直委員長 分かりました。公平を期す

るために投票をしましょうか。

（ はい」という声あり）「

○小杉直委員長 それでは、投票ということ

にしましょう。投票用紙はあっとかな。配っ

てください。

投票の結果ではね。しこりがないようによ

ろしくお願いしますね。

あの、投票の結果、同数の場合はくじで決

定したします。

（投票用紙配布）

○小杉直委員長 投票もれの方はいらっしゃ

いませんか。

（ なし」という声あり）「

○小杉直委員長 それでは、投票を終了いた

します。

それでは、ただいまから、開票をいたしま

す。事務局により開票をお願いします。

（開票）

○小杉直委員長 投票の結果を報告します。



- 3 -

投票総数16票

有効投票16票

井手委員８票

平野委員４票

よって、井手委員が副委員長に決定しまし

た。

副委員長、井手委員ごあいさつをお願いし

ます。

（副委員長着席）

○井手順雄副委員長 ただいま、投票の結果

副委員長に選任いただきました井手でござい

ます。今後１年間、小杉委員長を補佐いたし

まして、一生懸命努めてまいりたいと思いま

すので、委員各位にも、よろしくお願い申し

上げます。

○小杉直委員長 ありがとうございました。

新幹線はいよいよ４年を切る時期になって

きましたので、みんなでまじめに一生懸命、

かつ、明るく、委員会を運営していきたいと

思いますので、よろしくご協力をお願いしま

す。

これでもって、本日の委員会は閉会いたし

ます。

午後２時24分閉会

熊本県議会委員会条例第29条第１項の規定

によりここに署名する。

新幹線対策特別委員会委員長


